
第2分科会まとめ
Gメッセ群馬・2Ｆメインホール

オンライン
14:25 – 15:45
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第2分科会のテーマ・目的

•テーマ
「水辺の自然、親しみと潤いのある空間、人とのつな
がり」

•目的
人や地域に密接する大切な川。今後益々求められるで
あろう「水と地域とのつながり」について議論し、目
指すべき方向性・向上策を考えます。
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第2分科会パネリストのご紹介
• 研究者
永野博之（群馬工業高等専門学校）

• 協議会関係者
掛川優子（かんな川水辺の楽校運営協議会）
黒田まり子（冨士山集落活性化協議会）

• 報道関係者
小渕紀久男（上毛新聞社）
コーディネータ：平川隆一（前橋工科大学）
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多彩な群馬の水辺空間
-歴史・文化・つながり
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正観寺沼
-地域住民・学生とのつながり-
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かんな川水辺の楽校
-園児・児童・生徒・保護者とのつながり
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冨士山集落活性化協議会
-学生・下流域住民とのつながり
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まとめ
群馬の水辺での「水と地域とのつながり」
群馬には、上流から下流まで、歴史・文化・レジャー
を楽しめる、いろいろな水辺がたくさんある
その価値を利用して人がつながり、地域でリーダーが
育つしかけを維持しよう、増やそう
子どもの頃から水辺を体験し、正しく自然を恐れて、
流域全体の人々を巻き込みながら、水辺の自然、親し
みと潤いのある空間を、次の世代にも引き継ごう
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